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 臨床哲学のメチエ           

 臨床の知のネットワークのために　Vol.18 2012 春号

臨床哲学独特の現場とのかかわり。今回はそれを「現場で / と考える」と表現し

てみました。今号は外国にルーツをもつ人々や ALS 患者とのかかわりに加え、中

学校、高校、幼稚園などさまざまな現場で考えたことやその場の人々とともに考

えたことが綴られています。じぶんが立っている / 訪ねていく現場とは、そこで

考えるとはどういうことなのか。メチエのページをめくりながら、ともに考えて

みませんか。　                                                                           （くすもと　ようこ）

       現場で / と考える


